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平
成
27
年
9
月
議
会
、
村
長
提

案
説
明
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
一
般
質
問
・
審
議
内
容
等

は
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

防
災
に
つ
い
て

　

当
村
で
は
9
月
6
日（
日
）に
、朝

日
村
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。本
年
度
、訓
練
参
加

者
は
1
︐0
0
4
人
で
、昨
年
と
比
べ

て
48
人
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
し

て
、村
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
が
図

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
（
主
に
村

職
員
）
の
訓
練
で
は
、
職
員
の
初
期

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
役
割
分
担

の
認
識
を
確
認
、
各
担
当
の
機
能
を

発
揮
す
る
取
組
等
、
ま
た
、
関
係
機

関
と
の
協
力
が
円
滑
に
対
応
で
き
る

様
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

特
に
、
災
害
状
況
を
設
定
し
た
訓

練
に
よ
り
、
職
員
各
自
の
対
応
訓
練

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
救
護
所
の
設
置
に
つ
き
ま

し
て
、
一
昨
年
度
か
ら
医
師
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
松
本
広
域
圏
災
害

時
医
療
連
携
に
基
づ
き
、
国
立
病
院

機
構
・
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
か

ら
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
に
よ
る
負
傷

者
等
の
効
率
的
対
応
を
図
る
訓
練
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
内

容
を
抽
出
し
た
「
朝
日
村
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
、
全
家
庭
に
配
布
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
家
庭
毎
に

非
常
の
際
意
志
疎
通
が
図
れ
ま
す
よ

う
、
防
災
意
識
の
向
上
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
本
年
11

月
初
旬
頃
か
ら
簡
易
書
留
で
各
世
帯

に
郵
送
さ
れ
、
受
取
っ
た
個
人
番
号

カ
ー
ド
申
請
書
を
提
出
し
ま
す
と
、

年
明
け
の
平
成
28
年
1
月
以
降
に
、

村
が
本
人
へ
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
直

接
交
付
す
る
手
順
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、こ
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

公
的
身
分
証
明
書
と
な
り
、
大
人
は

10
年
毎
に
更
新
が
さ
れ
、
20
歳
以
下

の
皆
さ
ん
は
5
年
毎
の
更
新
が
必

要
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
5
月

の
広
報
あ
さ
ひ
で
説
明
を
し
、
7
月

の
回
覧
版
で
は
国
が
発
行
し
た
説

明
用
の
冊
子
を
添
付
し
て
ご
覧
い

た
だ
い
て
お
り
、
9
月
に
は
全
戸

に
説
明
の
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
役
場
担
当
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
役
場
庁
舎
の
建
設

　

平
成
23
年
10
月
に
村
内
全
地
区
か

ら
委
員
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
役

場
庁
舎
研
究
・
検
討
委
員
会
を
発
足

し
、
村
民
合
意
を
得
て
平
成
25
年

2
月
に
基
本
構
想
の
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
25
年
7
月
に
京

都
大
学
の
五
十
田
先
生
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
議
会
を
始
め
各
区
長
さ

ん
等
25
人
に
よ
る
建
設
委
員
会
を
発

足
し
、
基
本
構
想
を
ベ
ー
ス
に
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
取
組
ま
れ
て
来

ま
し
た
。

平成27年

9月

村
議
会
村
長
提
案
説
明

平成 27 年 9 月 6 日の防災訓練の様子

9 月村議会の様子
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こ
れ
に
よ
り
、
敷
地
面
積
、
建
設

場
所
、
建
設
規
模
、
付
帯
施
設
等
を

始
め
、
こ
の
た
び
、
建
設
素
材
に
つ

い
て
、
村
産
材
か
ら
松
に
よ
る
建
築

が
決
定
し
、
基
本
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
こ
の
基
本
計
画
の
概
要

を
9
月
15
日
（
受
付
終
了
）
ま
で

に
村
民
の
皆
様
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
る
ご
意
見
を
い
た
だ
く

事
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
民
の
皆
様
か
ら
の

意
見
を
参
考
に
建
設
委
員
会
で
基

本
計
画
が
決
定
し
ま
す
と
設
計
業

務
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
取
組
む
事

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
に
伴
い
ま
す
事

務
手
続
等
の
課
題
に
取
組
み
、
計
画

通
り
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

人
口
確
保
対
策

　

現
在
、
地
方
創
生
に
伴
う
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」
を
策
定

中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
度
取
組

み
ま
し
た
上
組
の
向
陽
台
分
譲
用
地

は
順
調
に
推
移
し
目
的
が
達
成
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
事
を
踏
ま
え
、本
年
7
月
29
日

に
土
地
開
発
公
社
理
事
会
に
お
い
て
、

隣
接
の
用
地
を
確
保
し
、分
譲
用
地

と
す
る
事
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、新
し
い
計
画
で
は
、用

地
面
積
は
約
1
5
︐0
0
0
㎡
で
約
30

区
画
以
上
を
見
込
み
、地
権
者
15
人

の
内
諾
を
い
た
だ
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
①
農
地
転
用
、
②
開
発

行
為
の
許
可
等
の
事
務
手
続
を
進

め
、
年
度
内
に
は
設
計
の
発
注
を
行

い
、
平
成
28
年
度
に
は
造
成
工
事
が

で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化

　

私
は
、
就
任
以
来
、
朝
日
村
を
朝

日
村
と
し
て
持
続
し
て
い
く
た
め
、

ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
財
政
の

健
全
化
・
安
定
化
は
極
め
て
重
要
な

課
題
と
し
て
、
一
貫
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
、
前
年
度
、
平
成
26

年
度
の
決
算
認
定
議
会
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
国
が
示
し
ま
す
自
治
体
の

健
全
化
指
標
（
項
目
）
等
に
つ
き
ま

し
て
若
干
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、借
金
の
返
済
比
率
を
表

し
ま
す
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
き

ま
し
て
は
、7
．6
%
で
昨
年
度
は

9
．0
%
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
1
．4

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
、
実
質

赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
前
年
同
様
数
値
な
し
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、財
政
運
営
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
経
常
収
支
比
率
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、本
年
度
は
71
．4
%
で
、昨

年
度
は
72
．5
%
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
、1
．1
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
が
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
経
常
収
支
比
率
の
低
い
事

が
、
新
し
い
事
業
へ
の
取
組
み
が

で
き
る
裏
付
と
な
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
借
金
で
あ
り
ま
す
村

債
と
、
将
来
に
亘
り
負
担
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
債
務
負
担
を
併

せ
ま
し
た
借
金
の
合
計
は
全
会
計
で

56
億
円
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
昨
年
度

よ
り
2
億
円
の
改
善
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

更
に
、
貯
金
に
当
り
ま
す
積
立
金

の
総
額
は
31
億
円
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
昨
年
度
よ
り
1
億
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
の
就
任
時
か
ら

22
億
円
の
積
み
立
て
、
い
わ
ゆ
る
貯

金
を
す
る
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
懸
案
で
あ
り
ま
す

新
役
場
庁
舎
建
設
資
金
の
財
源
と
な

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
村
民
の

皆
様
に
は
安
心
し
て
い
た
だ
き
、
現

在
進
め
て
お
り
ま
す
新
庁
舎
基
本
計

画
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
で
次
の
1
0
0
年
に
向
け
た

夢
を
ご
提
案
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
期

待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

順調に推移した向陽台分譲用地
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一般会計の収支は1億4,519万円の黒字となりました

歳　　　入
区　　　　分 平成26年度決算額 平成25年度との比較 主　な　内　容

村 税 6億4,497万円 3,576万円 村民税・固定資産税など

譲 与 税 等 交 付 金 8,575万円 250万円 譲与税、地方消費税・地方特例交付金など

地 方 交 付 税 14億6,597万円 △1億531万円 一定の行政サービスを維持できるよう国から配分されるお金

分担金・負担金・使用料・手数料 3,983万円 914万円 保育料・村の施設使用料、社会福祉施設入所者負担金など

国 ・ 県 支 出 金 5億4,272万円 3,857万円 国・県から支出される負担金・補助金・委託金

繰 入 金 1億7,679万円 △6億2,321万円 基金の取り崩し

繰 越 金 4億4,844万円 3億3,071万円 前年度からの繰越金

村 債 5億7,290万円 3億350万円 村が国などから借り入れたお金

そ の 他 6,929万円 △9,476万円 基金利子や土地売却などの財産収入、寄附金、諸収入など

合 計 40億4,666万円 △1億310万円
❖村税は、住民税などの増により3,576万円（5.8％）の増額となりました。
❖前年度繰越金は、繰越事業の財源として3億756万円繰り越したこと

により、増となりました。
❖地方交付税は主に特別交付税が算定項目変更のため減額になった

ことにより1億531万円の減となりました。

❖繰入金は、前年度より6億2,321万円減となっており、前年度、財政調
整基金を保健福祉基金・文教施設整備基金へ積み直したことによる
ものです。

❖村債は、辺地対策事業債（観光施設等整備）、学校施設整備事業債
（小学校体育館耐震化工事）により3億350万円の増となりました。

歳　　　出
区　　　　分 平成26年度決算額 平成25年度との比較 主　な　内　容

人 件 費 4億2,059万円 △2,562万円 職員給与、議員報酬、各種委員報酬など

扶 助 費 2億2,270万円 868万円 生活困窮者・児童・老人・心身障害者などを援助するお金

公 債 費 4億4,204万円 2億1,347万円 借入金の返済にあてるお金

物 件 費 等 3億9,098万円 1,894万円 備品・消耗品の購入、旅費、賃金、委託料、光熱水費など

補 助 費 等 4億5,129万円 1億1,620万円 特定の団体や事業への補助金や交付金

普 通 建 設 等 事 業 費 12億7,878万円 8億5,795万円 道路・橋・学校など公共施設の建設等に要するお金

積 立 金 2億3,463万円 △9億2,388万円 基金へ積み立てたお金

繰 出 金 4億3,996万円 △1,259万円 特別会計へ繰り出したお金

そ の 他 2,050万円 △5,300万円 投資・出資金・貸付金など

合 　 　 　 計 39億147万円 △2億15万円
❖人件費は施設整備などに係る分を普通建設事業費に振り替えたこと

により2,562万円（△4.1%）の減額となりました。
❖公債費は繰上償還などにより2億1,347万円（93.4%）の増額となりま

した。
❖補助費等は土地改良事業の繰上償還などにより1億1,729万円

（80.2%）の増額となりました。

❖普通建設等事業費は保育所建設費・観光施設整備事業などにより
8億5,795万円（205.3%）の増額となりました。

❖積立金は、前年度、財政調整基金を保健福祉基金・文教施設整備基
金へ積み直したため今年度は9億2,388万円の減額となりましたが、
2億2,933万円庁舎建設基金に積立をしています。

平成２６年度　普通会計決算にみる

村 の 財 政 状 況

その他
0.5%

繰出金
11.3％

投資的経費
32.8％

積立金
6.0％

義務的経費
27.8％

消費的経費
21.6％

その他
2,050万円(0.5%) 人件費

4億2,059万円 （10.8%）
扶助費
2億2,270万円
（5.7%）

公債費
4億4,204万円
（11.3%）

物件費等
3億9,098万円
（10.0%）

補助費等
4億5,129万円（11.6%）

普通建設事業費
12億7,878万円（32.8%）

積立金
2億3,463万円
（6.0%）

繰出金
4億3,996万円
（11.3%）

自主財源
34.1%

依存財源
65.9%

村債
5億7,290万円（14.2%）

村税
6億4,497万円
（15.9%）

分担金・負担金
使用料・手数料
3,983万円（1.0%）
繰入金
1億7,679万円（4.4%）

繰越金
4億4,844万円
（11.1%）

その他
6,929万円（1.7%）

譲与税等交付金
8,575万円（2.1%）

地方交付税
14億6,597万円（36.2%）

国・県支出金
5億4,272万円
（13.4%）

歳 入歳 出

歳入総額
40億

4,666万円

歳出総額
39億
147万円
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会
計
別
決
算
状
況

会  計  名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
一 般 会 計（ 普 通 会 計 ） 40億4,666万円 39億147万円 1億4,519万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5億4,167万円 4億7,913万円 6,254万円
介 護 保 険 特 別 会 計 4億3,473万円 4億2,181万円 1,292万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 4,446万円 4,401万円 45万円
簡 易 水 道 特 別 会 計 1億5,154万円 1億4,633万円 521万円
下 水 道 特 別 会 計 3億8,794万円 3億8,097万円 697万円
あさひプライムスキー場事業特別会計 3,220万円 3,192万円 28万円

■ 基金内訳
❖財政調整基金	

不測の事態に対応したり、年度間の財政不足額の調整を
行ったりします。26年度末は約11億円。

❖特定目的基金
主なものに「文教施設基金」「役場庁舎建設基金」「保健福
祉基金」などがあります。26年度末は総額約18億円。

■ 地方債残高
平成8年頃から借入金は増加し、平成13年度末の残高は
約56億2千万円ありましたが、これまでの繰上償還等によ
り平成26年度末は約22億円になりました。

平成26年度の主要事業

30
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26
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8
6
4
2
0
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H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年

貯
金（
億
円
）

借
金（
億
円
）

貯金
借金

■ 村の貯金（基金残高）と借金（地方債残高）

保育所建設事業

観光施設整備事業
緑の体験館簡易宿泊棟 ( コテージ )

主　な　内　容

総 務 費

庁舎研究検討事業
番号制度対応整備事業
地域公共交通対策事業
空き家活用補助事業

民 生 費

かたくりの里建設・改修事業
障害者自立支援事業
福祉医療費給付事業
保育所建設事業
保育所・子育て支援センター管理運営事業
子ども・子育て支援制度事業計画の策定

衛 生 費
健康村づくり推進事業
ごみ処理事業
太陽光発電システム設置補助事業

農 林
水 産 費

鳥獣被害防止対策事業
被災農業者向け支援事業交付金
地域材活用事業

商 工 費 商工業振興対策事業
観光施設整備事業

土 木 費 道路維持管理事業
道路改良事業

消 防 費 防災資機材整備事業
地域防災計画等修正事業

教 育 費 学校施設管理事業
社会教育事業

そ の 他
議会費  5,222 万円
労働費  1,104 万円
公債費  2 億 3,467 万円

歳出総額
39億147万円

その他
2億9,794万円（7.6％）

総務費
3億3,351万円
（8.5%）

民生費
11億9,045万円
（30.5%）

衛生費
1億1,850万円（3.0%）商工費

3億7,348万円（9.6%） 農林水産費
3億6,251万円（9.3%）

土木費
3億9,224万円（10.1％）

消防費
1億726万円（2.8%）

教育費
2億8,354万円（7.3%）

公債費
4億4,204万円（11.3％）
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従
来
の
官
庁
会
計

（
現
金
主
義
会
計
）

で
は
見
え
に
く
い
コ

ス
ト
や
資
産
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
、

発
生
主
義
会
計
の
考

え
を
取
り
入
れ
た
新

し
い
地
方
公
会
計
制

度
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
の
財
務
4
表
（
貸
借

対
照
表
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
・
純
資
産
変
動
計

算
書
・
資
金
収
支
計
算
書
）
を
作
成
し
、
公
表
し

ま
す
。

　

作
成
方
法

　

当
村
で
は
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
中
の
た
め
、

決
算
統
計
の
情
報
を
活
用
し
た
「
総
務
省
方
式
改

訂
モ
デ
ル
」
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
4
月
に
、
総
務
省
か
ら
、
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
と
複
式
簿
記
の
導
入
を
前
提
と
し

た
、
財
務
書
類
の
作
成
に
関
す
る
統
一
的
な
基
準

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
複
式
簿
記
の
導
入
と
他
団
体
と
比
較
可

能
な
統
一
基
準
に
基
づ
い
た
作
成
に
移
行
す
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度　

財
務
４
表
を
公
表
し
ま
す

◉ 朝日村全体（一般会計及び特別会計）の財務４表を公表します。

❖ 朝日村全体の貸借対照表（バランスシート）
貸借対照表は会計年度末（27 年 3 月 31 日）における。村全体の資産と、その資産をどのような財源（負
債・純資産）で賄ってきたかを人目でわかるようにしたものです。左側に資産を表示し、右側に負債及
び資産と負債の差額である純資産を表示しています。

資産の部（これまで積み上げてきた資産） 負債の部（将来の世代が負担する金額）

1 公共資産 180億997万円 1 固定負債 56億4,872万円

投資及び出資金 180億997万円 地方債 51億7,549万円

2 投資等 19億9,618万円 退職手当引当金 4億7,323万円

投資及び出資金 1,589万円 2 流動負債 4億9,772万円

基金等 19億7,761万円 翌年度償還予定地方債 4億7,266万円

長期延滞債権 268万円 賞与引当金 2,506万円

3 流動資産 13億7,148万円 負債合計 61億4,644万円

資金 13億6,394万円 純資産の部（現在までの世代が負担した金額）

未収金 754万円 純資産合計 152億3,119万円
資産合計 213億7,763万円 負債・純資産合計 213億7,763万円

〔住民 1 人あたり〕
資産：456 万円／負債：131 万円／純資産：325 万円　（26 年度末人口：4,685 人）

〔住民 1 人あたり〕
資産：449 万円／負債：131 万円／純資産：318 万円　（25 年度末人口：4,720 人）

平成26年度の状況

※参考25年度
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❖ 朝日村全体の行政コスト計算書
1 年間の福祉サービスなどに係る経費など、資産形成につながらない経常的なサービスにかかったコスト、サービスの利用で
村民の皆さんが負担した使用料、手数料等の収入を示すものです。

公共資産が前年度に比べ約 5 億 2,000 万円増加しましたが、保育園などの大型施設建設などによるものです。
投資等のうち、基金等が前年度に比べ約 8,000 万円減少していますが、保育園建設などの財源として特定目的基金を取り崩し
たことなどによるものです。
負債は、新たに約 6 億 3,000 万円借り入れましたが、繰上償還などにより約 7,000 万円減少しました。
純経常行政コストは前年度に比べ約 1 億 7,000 万円増加しましたが、土地改良事業の償還負担金の繰上償還を行なったことな
どによるものです。

◆公共資産整備に対する、現在までの世代の負担割合…86.9%
　〔純資産のうち公共資産等整備にかかるもの / 公共資産〕は、朝日村全体で 86.9% です。

◆純資産比率…71.2%
　朝日村の資産のうち、負債を差し引いた純資産の割合を示す純資産比率（純資産/総資産）は、朝日村全体で71.2%です。

❖ 朝日村全体の資金収支計算書
1年間の現金の収支を示すものです。その収支を性質に応じて区分す
ることで、どのような活動に資金が必要であったかを示すものです。

❖ 朝日村全体の純資産変動計算書
純資産が 1 年間にどのように増減したかを示すもの
です。

経常行政コスト 35億7,875万円
人にかかるコスト 人件費、退職手当引当金繰入など 4億9,029万円
物にかかるコスト 物品購入、施設等の維持補修費、減価償却など 12億8,426万円
移転支出的なコスト 社会保障給付、補助金など 16億5,776万円
その他のコスト 地方債の利子、失業対策費など 1億4,644万円
経常収益 7億8,635万円
純経常行政コスト（経常行政コスト－経常収益） 27億9,240万円

期首（25年度末）資金残高 16億4,506万円
当期資金収支額 △2億8,113万円
1 経常的収支（行政サービス） 9億6,827万円

経常的収入 36億9,666万円
経常的支出 27億2,839万円

2 公共資産整備収支 △3億4,916万円
公共資産整備収入 10億284万円
公共資産整備支出 13億5,200万円

3 投資・財務的収支 △9億24万円
投資・財務的収入 3,385万円
投資・財務的支出 9億3,409万円

期末（26年度末）資金残高 13億6,393万円

期首（25年度末）
資金残高 148億9,743万円

当期変動額 3億3,376万円
純経常行政コスト △27億9,240万円

財
　
源

地方税 6億4,531万円
地方交付税 14億6,596万円
補助金 8億8,182万円
その他 1億3,307万円

公共資産売却損益 0万円
期末（26年度末）
純資産残高 152億3,119万円

平成26年度の状況 〔住民 1 人あたり〕純経常行政コスト：60 万円　 ※参考25年度 〔住民 1 人あたり〕純経常行政コスト：56 万円

平成26年度の状況 〔住民 1 人あたり〕資金残高：29 万円　 ※参考25年度 〔住民 1 人あたり〕資金残高：35 万円

ポ イ ン ト
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村
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

「
朝
日
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、職
員

数
・
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。詳
し
く
は
総
務
課（
電
話
9
9
︱

2
0
0
1
）へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職員数の状況（各年4月1日現在）

区　　　分
職員数

対前年増減数
26年 27年

一般行政 41人 40人 △1人
特別行政（教育） 5人 6人 1人

公営事業 5人 5人 0人
計 51人 51人 0人

級別職員数の状況（27年4月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事の職務 5人 9.8％
2級 主任の職務 5人 9.8％
3級 係長、主査の職務 18人 35.3％
4級 課長補佐、副主幹の職務 16人 31.4％
5級 課長、主幹の職務 7人 13.7％

6級 複雑かつ困難な業務を行
う課長、参事の職務 0人 0.0％

計 51人 100％

職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分（週38時間45分）
年次休暇の取得状況 平均6.9日（26年）
育児休業の状況

（27年4月1日現在） 0名

職員の研修の状況（26年度）
派遣研修 長野県1名

職員の服務の状況（26年度）
職員の営利企業等従事許可件数 0件

職員の分限及び懲戒処分の状況（26年度）
分　限 0件
懲　戒 0件

職員の福利及び利益の保護の状況（26年度）
健康診断などの状況 ❖健康診断受診者数 11人

❖人間ドック受診者数 40人
公務・通勤災害の認定件数 0件
不利益処分に関する不服申し立て なし
福利厚生補助事業（地方公務員法第42条） 1,017千円

採用及び退職の状況
27年４月１日付採用者数 5人

26年度退職者数 5人
増減数 0人

部門別職員数の状況
（27年4月1日現在）

部　　門 区　　分 職員数

普通会計
部門

議　　会 1人
総　　務 12人
税　　務 3人
農林水産 4人
商　　工 1人
土　　木 2人
民　　生 12人
衛　　生 5人
教　　育 6人

公営事業等
会計部門

水　　道 1人
下　水　道 1人

その他（介護・国保） 3人
計 51人



9

人件費の状況（26年度普通会計決算）
＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

住民基本台帳人口
（平成27年1月1日） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（Ｂ／Ａ）
（参考）
25年度の
人件費率

4,702人 3,901,472千円 136,714千円 420,594千円 10.8％  12.0％

職員給与費の状況（26年度普通会計決算）
＊職員手当には、退職手当は含まれていません。

職員数 （Ａ）
給  与  費 1人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給 　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 （Ｂ）
 46人 163,779千円 20,472千円 57,607千円 241,858千円 5,257千円

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（27年4月1日現在）
＊給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

区　分
一般行政職（再任用を含む） 技能労務職員（給食調理員）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
朝日村 44.4歳 312,000円 352,300円 54.3歳 279,700円 292,700円

特別職の報酬等の状況
区　　分 月　　額 期末手当

給料
村　長 671,000円

（平成26年度支給割合）
6月期　　1.4月分

12月期　1.65月分
計　3.05月分

副村長 555,000円
教育長 492,000円

報酬
議　長 269,000円
副議長 201,000円
議　員 181,000円

＊平成27年4月1日現在　副村長不在

職員の手当の状況
期末・勤勉手当（26年度支給割合）

区　　分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.825月分
計 2.6月分 1.5月分

職制や職務の級により加算措置有り

退職手当（27年４月１日現在）
区　　分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

その他、役職別の貢献度に応じた調整額を加算

その他の主な手当（27年4月１日現在）
手 当 名 主な内容及び支給単価

扶 養 手 当 ❖配偶者：月額13,000円
❖配偶者以外の扶養親族1人につき：月額6,500円

住 居 手 当 ❖借家・間借り等の場合　月額27,000円上限

通 勤 手 当 ❖交通機関利用者の場合：通勤に要する運賃相当額（月額55,000円限度）
❖交通用具利用者の場合：片道2km以上2,000円～片道60km以上月額31,600円

管 理 職 手 当 ❖職制上の段階により定額　　6級課長：40,000円　　5級課長：38,000円

寒 冷 地 手 当
❖世帯主で扶養のあるもの：17,800円
❖世帯主で上記以外のもの：10,200円
❖その他の職員：7,360円

特 殊 勤 務 手 当 ❖防疫等作業従事手当：日額500円
❖行旅病人等取扱作業手当：1件2,000円

時 間 外 手 当 ❖勤務1時間につき、給料月額を基本とした時間単価の125％～175％を支給
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実質公債費比率・将来負担比率の推移

平成26年度決算に基づく健全化判断比率等 
実質
赤字比率

一般会計の
赤字額が標
準財政規模
（※）に占める
割合

連結実質
赤字比率

村全会計の
赤字額が標
準財政規模
に占める割合

実質公債費
比率

一般会計が
借金等の返
済に充てた額
が標準財政
規模に占める
割合

将来
負担比率

一般会計が
将来負担す
べき借金等
の債務が標
準財政規模
に占める割合

資金
不足比率

公営企業会
計それぞれ
の赤字額が
標準財政規
模に占める割
合 

健全化判断
比率等

算定の対象
となる会計

一般会計

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

　　  簡易水道

　　  下　水　道

　　  スキー場

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

朝
日
村

一部事務組合・広域連合

朝日村土地開発公社

朝日村の比率

早期健全化基準

財政再生基準
（※）標準財政規模 ： 村税や普通交付税など、毎年経常的に見込まれる収入の規模

簡易水道

下水道

スキー場

̶

15.00
20.00

̶

20.00
30.00

̶

̶

̶

7.6

25.0
35.0

̶

350.0 20.0

（単位 ： ％）

25.0％

20.0％

15.0％

10.0％

5.0％

0.0％

160.0％

140.0％

120.0％

100.0％

80.0％

60.0％

40.0％

20.0％

0.0％

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

等
を
公
表
し
ま
す
。ど
の
指
標
も
、
法
律
に
従
っ
て
財
政
健
全
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基
準
」
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
度
も
将
来
負
担
比
率
は
借
金
等
の
債
務
よ
り
貯
金
残
高
が
上
回
っ
た
た
め
、算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

朝
日
村
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す

H17
決算

H18
決算

H19
決算

H20
決算

H21
決算

H22
決算

H23
決算

H24
決算

H25
決算

22.3％
20.2％

16.3％
14.7％

12.9％ 13.0％

115.5％

84.5％

52.7％

16.3％
比率無し

10.4％

比率無し

22.4％

将来負担比率実質公債費比率

9.0％

比率無し

H26
決算

7.6％

比率無し
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定
期
的
な
電
池
交
換
を
！

　

電
池
切
れ
の
乾
電
池
を
放
置
し
て

お
く
と
、
電
池
が
液
漏
れ
を
起
こ

し
、
機
器
が
故
障
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
電
池
の
交

換
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
別
受
信
機
か
ら
の
受
信
に

つ
い
て
ご
理
解
を
！

　

戸
別
受
信
機
は
災
害
情
報
等
を
伝

達
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て

運
用
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
波

は
、
放
送
内
容
を
明
瞭
に
伝
え
ら
れ

る
一
方
、
妨
害
電
波
や
外
部
環
境

の
影
響
を
受
け
や
す
い
面
が
あ
り
、

時
々
の
状
況
に
よ
り
受
信
障
害
が
生

じ
放
送
を
受
信
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
…

❖
電
波
の
反
射

❖
周
辺
環
境
（
樹
木
の
繁
茂
、
宅
内

家
電
か
ら
の
ノ
イ
ズ
、
近
隣
建
物

の
建
設
・
解
体
な
ど
）

❖
気
象
現
象

最
近
、
全
く
聞
こ
え
な
い
と
い
う
方
は

役
場
総
務
課
〈
9
9
︱
2
0
0
1
〉
ま
で
！

聞き逃した場合など、次の電話番号より
放送した内容を聞くことができます。

※音声ガイダンスにより操作下さい。

電話応対装置　９９－３５００

防
災
行
政
無
線　

戸
別
受
信
機
の
管
理
等
に
つ
い
て

「
時
々
、
放
送
が
聞
こ
え
な
い
」
と
い
う
方
は
、
次
の
方
法
を

試
し
て
く
だ
さ
い
！

◉
受
信
障
害
の
解
消
方
法

① 

戸
別
受
信
機
の
位
置
・
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
の
方
向
を
変
え
て
み
る
。

② 

戸
別
受
信
機
側
面
の
電
源
を
「
入
・
切
」
す
る
。

③ 

ア
ン
テ
ナ
が
し
っ
か
り
伸
び
て
い
る
か
確
認
す
る
。

※
た
だ
し
、
住
宅
外
壁
に
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
受
信
し
て

い
る
方
は
、戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
（
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
）

は
た
た
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
源
ス
イ
ッ
チ

ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
を

し
っ
か
り
伸
ば
す
！

　
そ
の
ほ
か
、「
電
源
ケ
ー

ブ
ル
が
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

外
れ
て
い
る
」「
乾
電
池

が
入
っ
て
い
な
い
」「
音

量
つ
ま
み
が
小
さ
く
な
っ

て
い
る
」
な
ど
が
無
い
か

を
確
認
し
て
下
さ
い
。
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9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に

あ
わ
せ
て
、
朝
日
村
で
は
例
年
、
村

地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
・
土
砂

災
害
・
水
害
・
火
山
噴
火
な
ど
人
命

に
か
か
わ
る
自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
ま
た
自
然
災
害
は
い
つ
・

ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
な
影
響
が
起
こ

る
の
か
が
未
知
数
で
あ
り
、
想
定
外

の
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

防
災
訓
練
は
常
日
頃
か
ら
の
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
た
め
の
必

要
な
備
え
を
再
認
識
し
、
自
分
が
暮

ら
す
地
域
が
安
心
・
安
全
で
あ
る
よ

う
地
域
の
絆
を
深
め
、
助
け
合
い
の

輪
を
築
く
大
切
な
機
会
で
す
。

　

防
災
訓
練
は
住
民
が
主
役

　

今
年
は
9
月

6
日（
日
）に
実
施

し
、参
加
者
数
は

約
1
︐0
0
0
名

（
前
年
比
約
50
名

の
増
）で
し
た
。

　

訓
練
は
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る

自
主
防
災
会
が
中
心
に
な
り
、
防

災
会
が
計
画
し
た
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

大
規

模
災
害

時
に
行

政
か
ら

の
救
助
・

支
援
に

は
時
間

が
か
か

る
こ
と

が
想
定

さ
れ
、
発
災
初
期
の
命
を
守
る

行
動
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
助
け
合

い
で
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

防
災
会
で
の
訓
練
内
容

避
難
訓
練
／
情
報
収
集
伝
達
／

炊
き
出
し
／
防
災
機
材
取
扱
い

／
消
火
訓
練
／
負
傷
者
搬
送
／

応
急
手
当
／
救
命
講
習
／
災
害

体
験
談
講
話

　

訓
練
を
振
り
返
っ
て

　

訓
練
に
参
加
し
た
方
の
意
見
や
防

災
会
な
ど
の
反
省
会
で
の
コ
メ
ン
ト

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

◇
毎
年
改
善
し
な
が
ら
繰
り
返
し

こ
の
訓
練
を
重
ね
て
い
っ
た
方

が
良
い
と
思
う
。

◇
災
害
時
の
同
じ
状
況
下
に
お
い

て
も
「
助
か
る
人
」「
助
か
ら
な

い
人
」
が
い
る
。
そ
れ
は
運
だ

け
で
は
な
く
、
個
々
の
危
機
意

識
に
よ
る
行
動
力
や
判
断
力
に

よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
う
い
っ

た
訓
練
の
機
会
を
大
切
に
し
て

意
識
を
高
め
た
い
。「
自
分
の
命

は
自
己
責
任
」。

◇
地
域
の
訓
練
に
大
勢
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。

◇
地
区
に
属
さ
な
い
人
の
対
応

や
、
地
区
外
に
住
ん
で
い
る
地

区
住
民
の
対
応
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

◇
訓
練
に
参
加
し
た
高
齢
者
か
ら

「
い
ざ
と
い
う
時
は
（
支
援
を
）

頼
む
！
」
と
言
わ
れ
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
の
必
要
性
を

感
じ
た
。

◇
お
助
け
台
帳
の
情
報
に
つ
い
て

地
域
支
援
者
と
な
る
関
係
者
が

共
有
す
る
こ
と
に
理
解
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
。

自
助
・
共
助
を
高
め
る 

防
災
訓
練
実
施
報
告
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地
域
で
つ
く
る

自
主
避
難
ル
ー
ル

〜
下
組
地
区
の
取
組
み
〜

　

近
年
、
全
国
各
地
で
長
雨
や
局
地

的
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
は
一
定
量
の
雨
が
降
り

続
く
状
況
な
ど
か
ら
、
危
険
を
事
前

に
予
測
す
る
事
が
で
き
る
一
方
、
災

害
発
生
は
雨
量
ば
か
り
で
な
く
土
質

や
地
形
な
ど
の
地
域
要
件
に
よ
り
発

生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
確
に
予
測
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、

発
生
前
に
行
政
か
ら
必
ず
避
難
情
報

が
出
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
危
険
を
身
近
に

察
知
で
き
る
の
は
地
域
に
暮
ら
す
住

民
で
あ
り
、
地
域
で
独
自
の
避
難

ル
ー
ル
な
ど
を
定
め
、
地
域
ぐ
る
み

で
災
害
か
ら
身
を
守
る

取
組
み
が
県
内
外
で
順

次
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
針
尾
下
組

地
区
で
は
昭
和
58
年
台

風
災
害
で
地
区
内
の
沢

か
ら
の
土
砂
流
出
に
よ

る
被
害
を
教
訓
に
自
主

避
難
の
基
準
と
防
災

マ
ッ
プ
作
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

下
組
地
区
で
は
地
区
長
を
中
心
に

懇
談
会
を
３
回
開
催
し
て
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
や
避
難
訓
練
を
行
い
、
出

来
上
が
っ
た
冊
子
を
各
家
庭
に
備
え

ま
し
た
。

　

村
で
は
、
地
域
防
災
を
高
め
る
取

組
み
と
し
て
他
の
地
区
で
も
順
次
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
地
区
が
あ
れ
ば
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

　

村
で
は
、
こ
の
度
、
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
防
災
冊

子
・
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
き
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た

法
改
正
に
よ
る
新
た
な
防
災
情
報
や

村
地
域
防
災
計
画
内
の
住
民
に
関
わ

る
記
述
の
抜
粋
、
日
頃
の
備
え
な

ど
、
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
分
か
り
や

す
く
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

是
非
、
一
読
い
た
だ
き
防
災
意
識

を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

［
お
詫
び
］
訂
正
箇
所

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
冊
子
5
ペ
ー
ジ
に
記

載
の
朝
日
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

U
R
L
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【U
RL

】http://w
w

w
.vill.asahi.

nagano.jp/

防災マップ作成

懇談会の様子

防災まち歩き（危険箇所の確認）

防災マップ

朝日村防災ハンドブック「保存版」

朝　日　村

防災ハンドブック

長野県東筑摩郡朝日村
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朝
日
村
新
庁
舎
建
設
委
員
会
（
小

林
英
昭
委
員
長
）
が
、
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
の
最

終
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
小
林

委
員
長
か
ら
中

村
村
長
へ
基
本

計
画
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
委
員
会
は
、平
成
25

年
7
月
に
学
識
経
験
者
、各
種
団
体

役
員
・
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、老
朽
化
、

耐
震
性
な
ど
現
庁
舎
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
を
は
か
り
、平
成
24
年
2
月

に
策
定
さ
れ
た「
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
」の
基
本
理
念・基
本
方
針
の
継

承
と
、新
庁
舎
の
具
体
的
な
整
備
方

針
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
新

庁
舎
建
設
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
庁
舎
建

設
設
計
業
者
の
選
定
や
設
計
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
基
本
計
画
に
つい
て
は
、

9
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
基
本
計
画

【
概
要
版
】の
と
お
り
で
す
。皆
さ
ま
か

ら
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
等
、詳
細
は
村

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

意
見
募
集
の
実
施
結
果

　

平
成
27
年
9
月
1
日（
火
）か
ら

15
日（
火
）の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ

メ
ン
ト
手
続
き
を
実
施
し
、5
人
の

方
か
ら
合
計
9
件
の
ご
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。そ
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

主
な
ご
意
見
の
概
要
と
村
の
考
え
方

❖
村
民
の
声

　

維
持
費
な
ど
か
ら
免
震
装
置
に
つ
い

て
は
慎
重
に
検
討
し
て
欲
し
い
。

❖
村
の
考
え
方

　

災
害
対
策
の
拠
点
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
、
必
要
な
耐
震
強
度
を
確
保

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
免
震
構
造
、
制
震
構
造
、
耐
震

構
造
等
の
コ
ス
ト
を
含
め
た
総
合
的

な
比
較
検
討
を
基
本
設
計
の
な
か
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

❖
村
民
の
声

　

売
店
は
庁
舎
の
中
で
は
な
く
、
敷

地
の
一
角
に
誘
致
し
た
ほ
う
が
、
村

民
の
要
望
に
対
応
で
き
る
。

❖
村
の
考
え
方

　

庁
舎
に
併
設
し
て
売
店
の
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
ま
す
。
店
舗
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
業
者

と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖
村
民
の
声

　

村
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
①
若
者
が

交
流
・
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
ス
ペ
ー

ス
、
②
新
鮮
野
菜
市
場
の
常
設
販
売

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
欲
し
い
。

❖
村
の
考
え
方

　

村
民
サ
ー
ビ
ス
に
資
す
る
良
好
な

環
境
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
今
後
の

基
本
設
計
に
お
い
て
具
体
的
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖
村
民
の
声

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

❖
村
の
考
え
方

　

庁
舎
が
2
階
建
て
以
上
に
な
る
場

合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

❖
村
民
の
声

　

24
時
間
安
定
し
た
電
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
下
水
施
設
内
に
小
水
力
発

電
を
導
入
し
て
欲
し
い
。

❖
村
の
考
え
方

　

今
後
の
設
計
へ
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

❖
村
民
の
声

　

外
壁
に
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
は

是
非
と
も
避
け
て
頂
き
た
い
。

❖
村
の
考
え
方

　

今
後
の
基
本
設
計
に
お
い
て
「
温

か
さ
」、「
優
し
さ
」
等
木
材
の
持
つ

多
様
な
見
せ
方
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。い

た
だ
い
た
ご
意
見
の
基
本

計
画
へ
の
反
映

　

基
本
計
画（
案
）に
つ
き
ま
し
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
通
し

て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
が
基
本
計
画
（
案
）
の
内

容
そ
の
も
の
に
賛
成
す
る
な
ど
新
庁

舎
整
備
に
関
す
る
本
村
の
方
針
に
一

定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
内
容
だ
っ
た

た
め
、
基
本
計
画
の
内
容
を
修
正
す

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
、
設
計
業
務
の
な
か
で
、

今
回
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
参
考

に
新
庁
舎
の
姿
を
具
体
化
さ
せ
る

よ
う
努
め
ま
す
。
引
続
き
、
広
報
な

ど
を
通
し
て
新
庁
舎
整
備
の
進
捗

状
況
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

～
庁
舎
建
設
設
計
へ
～



15

塩原たかち さん
 101歳（三ケ組）

齊藤イワヨ さん 
101歳（大石原）

粟津原み 子 さん
100歳 （大石原）

「曾孫は学校から帰ると、私を生徒に、世話
を焼いてくれるですよ」と楽しそうな三村さ
ん。自家用野菜と田んぼの水見も任され、ま
だまだ現役。お料理も得意で、煮物も「だし」
が効いた優しいお味。三村家に代々伝わる
という「とうじ蕎麦」も優しい人柄を感じさ
せる味なんだろうと感じました。

三村わかゑ さん
お孫さんと一緒にできる農業が何よりの張り
合いで「トラクターもまだまだ、頑張っている
よ」と清沢さん。「戦時中には北海道へ渡り苦
労をしたが、戦後は野球が盛んになり、仲間と
する野球は何よりも楽しかった」と当時の写真
を見ながら懐かしそうに目を細める笑顔が印
象的でした。

清沢　甲繁 さん

9人兄弟の末っ子で、8月8日生まれの88歳。「今
年は特におめでたいね」と笑顔の小林さん。ラ
クーターで積極的に外出もされていて、毎週
通っている「いきなサロン」が張り合いで、カラオ
ケもお得意のご様子。「家の周りの草刈は、ビー
バーで小まめにしてくれます」と奥様。一家の大
黒柱として、頼りにされていらっしゃいました。

小林　數義 さん

本郷

中組

一之沢

専業農家で農業一筋に頑張ってこられた塩
原さん。現在もトラクターで畑を耕されてい
るそうです。重機が好きで興味を持ち、様々な
特殊免許を持っておられるそうです。「重機で
自宅の庭園を造ったり、今朝もバケットに
乗って、庭木の剪定をしたところだよ」と、好
物の和菓子を口へ運びながら、優しい笑顔で
話してくださいました。

塩原　　守 さん

長年、県農業試験場へ勤務され、トウモロコシ一
本で研究されてきた中村さん。自家用でしか作れ
ない珍しい品種を今でも耕作されているそうで
す。村議会議員も4期16年間務められ「いろいろ
あったがその頃が懐かしいね」と話されました。
健康のためにと半身浴が、毎日の日課だそうで、
体調管理には気をつけていらっしゃいました。

中村　茂文 さん

下古見

下洗馬

９月10日、敬老の日を前に、100歳以上の方3名と、米寿を迎えられる39名
の方へ村からの祝状と祝品をお届けしました。また、村長が米寿の方9名の
お宅を訪問し、お一人おひとりにお祝いを申し上げて長寿を祝いました。

皆さん、大変お元気で、自分なりの楽しみをお持ちになり、家庭で自分の
できることは責任をもってする等、何歳にな
っても前向きな姿勢は本当に素晴らしいと
感心致しました。
　また、喜寿を迎えられた60名の方へは、民
生児童委員を通じて祝品をお届けしました。
　益々お元気でお過ごしくださるようお祈
りします。

※年齢は2015年10月31日現在

上條　弘子 さん
上條　花代 さん
上條　澄子 さん
二茅　一惠 さん
上條みと子 さん
川合たけ子 さん
川合　　勝 さん
二茅かよ子 さん

（下古見）
（中古見）
（中古見）
（沢上）
（沢上）
（沢下）
（沢下）
（沢下）

曽根　かね さん
清水佐代子 さん
三村てる子 さん
福井　ウタ さん
上條やすゑ さん
渡辺　辰子 さん
市村としゑ さん
片岡コヨカ さん

（下組）
（下組）
（本郷）
（本郷）
（新田上）
（新田上）
（新田上）
（新田下）

三村　　剛 さん
小島ふさ子 さん
徳永　絹江 さん
藤澤りよ子 さん
曽根原豊治 さん
曽根原寛子 さん
奥原　松男 さん
齊藤まさ子 さん

（中組）
（下洗馬）
（下洗馬）
（原新田）
（原新田）
（原新田）
（古見）
（小野沢）

二茅　省吾 さん
武田　京子 さん
塩原　啓介 さん
齊藤　芳明 さん
粟津原守雄 さん
清澤　正範 さん
筒井　久江 さん
下田　久成 さん

（南上）
（南下）
（大原桜台）
（御道開渡）
（大石原）
（北村）
（北村）
（一之沢）

おばあちゃんのやさしい味

ご夫婦揃って米寿を迎えられ「今年は孫の結婚
とも重なり、本当に嬉しい」と塩原さん。ご主人
は「後1ケ月戦争が延びていたら今の自分は無
い。若い頃は苦労をしたが、今は三世代で暮ら
せて幸せ。」と噛締めるように話されました。ご
夫婦共に長生きの家系とのことで、「夫婦揃っ
て益々元気でいたい」と仲睦まじい笑顔が素敵
でした。

塩原 廣・た み さん 三ケ組

祝
長寿いつまでもお元気で

祝100歳以上

祝 米 寿
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
簡
易
書
留
で
11
月
初
旬
頃

か
ら
順
次
住
民
票
の
住
所
へ
世
帯

ご
と
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
次
の
書

類
が
同
封
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通
知
カ
ー
ド
」

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

③
返
信
用
封
筒
（
1
部
）

④
説
明
書
（
1
部
）

※
①
と
②
は
一
体
と
な
っ
て
お
り
、

家
族
全
員
分
で
す
。

　

通
知
カ
ー
ド

　

券
面
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ

か
に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
今
後「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る

と
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、紛
失
し
な

い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

再
交
付
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
が
12
月
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
時
は
、
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド

　

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
及

び
e
‒
T
a
x（
税
の
電
子
申
請
）で
利

用
で
き
ま
す
。そ
の
他
の
利
用
に
つい
て

は
、村
で
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、今
後
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
利

用
で
き
る
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
な
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
税
の
電
子
申
請
の

期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
方
は
必
要
で
す
。）

①
郵
送
で
申
請

返
信
用
封
筒
（
地
方
公
共
団
体
シ

ス
テ
ム
機
構
宛
）
で
直
接
送
付
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
か

ら
申
請
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
説
明
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

平
成
28
年
1
月
以
降
、
ご
本
人

が
役
場
の
窓
口
で
受
け
取
れ
ま
す
。

　

次
の
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」

②「
交
付
通
知
書
」

③
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類

（
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
通
帳
等
2

種
類
で
確
認
も
可
）

※
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
詳
し
く
は
通
知
し
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
つ
い
て
の
問
合
先

⃝
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
7
0
︱

7
8
3
︱

5
7
8

⃝
平
日
…
8
時
30
分
〜
22
時（
平
成
28

年
4
月
1
日
以
降
8
時
30
分
〜
17
時

30
分
）

⃝
土
日
祝
…
9
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
）

⃝
年
末
年
始
を
除
く

⃝
個
人
番
号
カ
ー
ド
一
時
停
止
申
請
受

付
は
24
時
間
3
6
5
日
対
応
し
ま

す
。（
平
成
28
年
1
月
か
ら
受
付
開
始
）

⃝
住
民
福
祉
課
　
☎
9
9
︱

2
0
0
1

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト
！

通知カード・個人番号カード交付申請書の様式

うら面（案） おもて面（案）
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認知症サポーター養成講座を開催しました

あさひオレンジカフェ（認知症カフェ）がオープンします

［シリーズ］認知症③

地域包括支援センターです
朝日村地域包括支援センターでは

「介護」・「高齢者の心とからだ」のご相談に応じています。

何でも早めに対応、今日も明日もこれからも元気よく過ごしましょう！
65歳以上のみなさん、ご本人でも家族でも不安なことがあればお気軽にご相談ください。

☎99-2251

こんにちは

朝日村地域包括支援センター（朝日村健康センター内）

9月「大石原・御道開渡地域サロン」と10月「村ボランティ
ア講座」で、認知症サポーター養成講座を開催しました。
レクなど交え、認知症の正しい知識や具体的な接し方に
ついて、理解を深めました。偏見を持たず、温かい目で
見守ることのできる地域の輪を広げていきたいです。地
区をはじめ村内の集まりに出前講座します。地域包括支
援センター（☎９９－２２５１）までご連絡ください。

　「認知症になっても、家族や地域の
人が温かく見守っていてくれたら」
「困った時に手を貸してくれたら」「相
談できる窓口があれば」、住み慣れた
地域で安心して生活を送っていくこと
は可能です。そんな村づくりのひとつ
として、誰でも気軽に集い語り合える
場所が「あさひオレンジカフェ」です。
　温かさを感じるオレンジ色は「手助
けをします」という意味を持ち、認知症
支援者を表す色と言われています。
　「あさひオレンジカフェ」に気軽に
集まって、おいしいお茶と一緒にお
しゃべりして、支援の輪を広げてみま
せんか。

物忘れが心配な人・介護に疲れを感じている
人・認知症に関心のある地域の人・介護の仕
事をしている人…どなたでもかまいません。お
気軽にお集まりください。

［日　時］平成 27 年 12 月 7日（月）
　　　　平成 28 年 1 月 26 日（火）
　　　　ともに午前 10：00 ～ 11：30
［場　所］健康センター　研修室
［内　容］お茶を飲みながら、おしゃべりしましょ

う。認知症地域支援推進員へご相談も
いただけます。

［参加費］200 円（お茶菓子代）
※申し込みは必要ありません。ぜひお越しください。
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▼
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩

頑
張
っ
て
い
ま
す
!

　

今
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
健

康
づ
く
り
担
当
で
は
、
様
々
な
教
室
を
選
ん
で

参
加
で
き
る
健
康
バ
イ
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一
つ
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
教
室

は
、
6
〜
11
月
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ

れ
、
3
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
。

▼
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
は
?

　

信
州
大
学
の
能
勢
博
教
授
が
、
開
発
し
た

「
さ
っ
さ
か
歩
き
」
と
「
ゆ
っ
く
り
歩
き
」
を

交
互
に
繰
り
返
す
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
法
で
す
。

「
筋
肉
に
負
荷
を
か
け
る
「
さ
っ
さ
か
歩
き
」

と
、
負
荷
の
少
な
い
「
ゆ
っ
く
り
歩
き
」
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
筋
力
・
持
久
力
を
無
理

な
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
骨

密
度
の
増
加
や
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
改
善

な
ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
1
日
ト
ー

タ
ル
15
分
と
い
う
手
軽
さ
も
、
長
く
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
ポ
イ
ン
ト
。
体
力
の
な
い
高

齢
者
や
、
忙
し
く
て
時
間
が
と
れ
な
い
と
い

う
人
に
も
ぴ
っ
た
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

で
す
。」（
N
P
O
法
人
熟
年
体
育
大
学
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー　

以
降
J
T
R
C
）

　

教
室
で
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
姿
勢
や
歩
き

方
の
チ
ェ
ッ
ク
も
し
て
い
ま
す
。

▼
効
果
は
あ
る
の
？

　

以
下
の
グ
ラ
フ
は
参
加
者
全
員
の
３
ヶ
月

経
過
後
の
体
重
・
体
脂
肪
率
・
血
圧
の
変
化

で
す
。
ど
の
数
値
も
、
変
化
し
て
い
る
の
が

分
か
る
と
思
い
ま
す
。
体
重
の
減
り
は
多
く

は
な
い
で
す
が
、
体
脂
肪
率
が
し
っ
か
り
減
っ

て
お
り
、
体
に
筋
肉
が
つ
い
て
き
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
も
何
度
も
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

３ヶ月後結果～体重・体脂肪編～

講師：下平 博和氏（JTRC）

個
々
人
に
合
わ
せ
て

き
め
細
か
な
指
導
を

し
て
い
ま
す
!!

あ な た も 試 し て み て く だ さ い！

⃝ポイント⃝
□ さっさか歩き・ゆっくり歩きを交互に繰り返す。
□ 1 日速歩を 15 分、週 4 日以上を 5 ヵ月継続。
□ 正しい姿勢、大股歩きをキープ。

〈出典：JTRC〉

最高 1.8kg 減 最高 4.8％減

（インターバル速歩）ためしてみませんか！
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▼
参
加
者
の
方
々
の
声

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
生
活
習
慣

病
の
改
善
・
予
防
を
目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
筋
力
や
腰
痛
予
防
等
生
活
に
支
障
が
な
く

暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
日
々
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
農
繁
期
と
い
う
こ
と
で
忙

し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
歩
い

て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
以
下
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

教
室
で
は
調
理
実
習
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、

歩
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
そ
の
も
の

の
改
善
に
目
を
向
け
、
健
康
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
他
に
も
ス
ト
レ
ス
解

消
、
脳
の
活
性
化
な
ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
紅
葉
を
楽
し
む
季
節
、
心
身
と
も
に
健
康

度
を
上
げ
る
た
め
に
ぜ
ひ
始
め
て
見
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
?　

お
問
合
せ
先
　
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
9
9
―
2
5
4
0

青
空
の
も
と
外
に
出
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
！

⃝

体
が
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

	

（
50
代
女
性
）

⃝
楽
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
、色
々
話
せ
る
仲
間
も
い

て
、月
2
回
の
講
座
は
楽
し
み
で
す
。	

（
60
代
女
性
）

⃝
歩
く
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
体
に
ど
ん
な
に
良
い

こ
と
な
の
か
を
実
感
し
て
い
ま
す
。	

（
60
代
女
性
）

⃝
結
果
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、す
っ
か
り
落
ち
た
筋
肉
を

も
っ
と
つ
け
た
い
で
す
。半
年
後
、1
年
後
が
楽
し
み
で

す
。	

（
60
代
女
性
）

⃝
少
し
で
も
汗
を
流
し
た
あ
と
は
気
持
ち
よ
く
、体
も

軽
く
な
り
、家
事
を
す
る
元
気
も
出
ま
す
。（

60
代
女
性
）

⃝
季
節
に
よ
っ
て
、ひ
ば
り
の
鳴
き
声
、ね
じ
花
の
群
生
、

蝉
し
ぐ
れ
や
、山
法
師
の
二
度
咲
き
な
ど
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
す
。	

（
60
代
女
性
）

⃝
ひ
と
り
で
は
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、仲
間
が
い
る
の

で
頑
張
ろ
う
と
言
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

（
60
代
女
性
）

⃝
地
球
の
重
力
と
自
分
の
体
重
に
負
け
な
い
よ
う
に
良

い
姿
勢
で
歩
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。	
（
60
代
男
性
）

３ヶ月後結果～血圧編～

最高33mmHg減 最高27mmHg減

すぐにできる簡単・効果的な歩き方
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8
月
15
日（
土
）、成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
年
度
は
男
性
30
名
、

女
性
30
名
の
計
60
名
の
方
が
成
人
を

迎
え
ら
れ
、当
日
は
45
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
来
賓
、恩
師
の
方
々
に
参

列
し
て
い
た
だ
き
、新
成
人
の
門
出

を
祝
福
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、式
典
の
最
後
に
は
新
成
人
を
代

表
し
て
中
村
龍
賀
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典

後
は
、

恩
師
と

新
成
人

で
懇
談

会
が
行

わ
れ
、

久
し
ぶ

り
の
再

開
を
楽

し
み
ま

し
た
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

　

防
火
意
識
を
高
め
、
命
と
財
産
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
全
国
統
一
防
火
標
語

　『
無
防
備
な

　
　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

◇
火
災
予
防
週
間

　

11
月
9
日（
月
）〜
15
日（
日
）

　

公
益
財

団
法
人
長

野
県
市
町

村
振
興
協

会
が
実
施

し
て
い
る

地
域
活
動

助
成
事
業

を
活
用
し
、
朝
日
村
消
防
団
で
は
、

消
防
団
活
動
服
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
に
よ
り
、
消
防
団
装
備
品

の
充
実
強
化
に
よ
る
団
員
士
気
高
揚

と
団
員
の
安
全
性
・
機
能
性
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
ニ
区
も
同
事
業
に
て
、

除
雪
機
、
テ
ン
ト
等
を
整
備
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
目

的
に
行

わ
れ
て

い
ま
す
。

　

教
育
委
員

委
員
長
　
上
條
利
春 （
再
任
）

❖
任
期
　

　

平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
4
年
間

委
　
員
　
塩
原
満
美
子 （
再
任
）

❖
任
期
　

　

平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
4
年
間

　

針
尾
区
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
実
施
し
て

い
る
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を

活
用
し
、
除
雪
機
、

テ
ン
ト
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
等
を
宝
く
じ
の

助
成
金
で
整
備
し
ま

し
た
。

秋
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

平
成
27
年
度

地
域
活
動
助
成
事
業

朝
日
村
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

火
の
用
心
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

2
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
し
な
い

3
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い

4
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い

5
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

6
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い

7
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

教
育
委
員
紹
介

平
成
27
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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平
成
28
年
4
月
か
ら
始
ま
る
新
し

い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業

に
向
け
、
新
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
9
月
以
降
は
不
順
な
天
候
が

続
き
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
順
調
に

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

7
月
、
8
月
は
、
主
に
建
物
の
基

礎
部
分
に
関
わ
る
鉄
筋
工
事
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
月
、
10
月
は
、
建
物
の
骨
組
み
で

あ
る
鉄
骨
建
方
工
事
と
屋
根
・
外
壁

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
内

装
工
事
等
が
行
わ
れ
、
11
月
末
完
成

予
定
で
す
。

　

既
存
施
設
の
改
修
工
事
は
、
12
月

か
ら
始

ま
り
来

年
3
月

末
完
成

予
定
で

す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
久
保

で
す
。

　

朝
日
村
に
来
て
か
ら
一
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
で
た
く
さ
ん
の
方
々
と

出
逢
い
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

東
京
で
生
活
し
て
い
た
時
に
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、本
当
に

朝
日
村
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。冬
の
寒
さ
の
厳
し
い
日
に
積
も
っ

た
雪
が
晴
れ
た
日
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
て
い
る
景
色
や
、春
に
咲
く
様
々
な

花
の
揺
れ
る
景
色
や
、夏
の
雲
と
深
い

緑
の
山
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
し
さ
や
、

秋
の
稲
穂
が
日
に
当
た
り
黄
金
色
に

光
っ
て
見
え
る
様
子
は
、ど
れ
も
朝
日

村
に
来
な
か
っ
た
ら
感
じ
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
素
晴
ら
し
い
風
景
で
す
。

　

朝
日
村
に
根
を
お
ろ
し
生
き
て
い

こ
う
と
決
め
て
、何
も
分
か
ら
ず
東

京
か
ら
や
っ
て
き
た
僕
と
妻
に
娘
が

生
ま
れ
て
、畑
を
耕
し
、田
ん
ぼ
で
お

米
を
作
り
、地
域
の
行
事
に
参
加
し

て
、少
し
ず
つ
、少
し
ず
つ
、村
の
住

人
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
事
と

し
て
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
企

画
と
し
て
森
林
浴
ツ
ア
ー
を
開
催

し
、多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、好
評
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。こ
の
ツ
ア
ー
は
来
年
以
降
も
継

続
し
て
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、朝
日
村
に
来
て
か
ら
立
ち

上
げ
た
草
木
染
め
の
ブ
ラ
ン
ド「
ミ

ト
」も
い
ろ
ん
な
所
で
出
店
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。朝
日
村
の
特
産
で

あ
る
カ
ラ
マ
ツ
染
め
は
も
ち
ろ
ん
、朝

日
村
で
採
れ
る
草
木
を
使
っ
て
染
物

を
作
る
日
々
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

杉
、赤
紫
蘇
、桑
の
実
、栗
、タ
ン
ポ
ポ
、

山
桜
な
ど
、染
め
る
と
そ
れ
ぞ
れ
と
て

も
素
敵
な
色
が
出
る
天
然
素
材
が
朝

日
村
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。染

物
を
通
し
て
朝
日
村
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

染
物
に
関
し
て
は
制
作
の
他
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
公
民
館
講
座
な

ど
で
染
物
を
体
験
で
き
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。夏
休
み
を
利
用
し
て

子
供
た
ち
に
向
け
て
藍
染
め
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
行
っ
た
り
、公
民
館
講
座

で
も
全
５
回
の
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。公
民
館
講
座
は
ま
た
冬
に
教
室

を
開
催
す
る
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は

是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
朝
日
村
初
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い
の
で
、そ
の
為
の

準
備
を
始
め
た
り
、移
住
促
進
に
繋

が
る
よ
う
に
ま
ず
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を

作
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
と
計
画
し
た

り
、村
に
あ
る
魅
力
あ
る
施
設
を
ど

う
活
用
し
た
ら
い
い
の
か
を
検
討
し

た
り
と
、村
に
と
っ
て
面
白
い
ア
ク
シ
ョ

ン
が
起
こ
せ
た
ら
い
い
な
と
思
い
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
一
人
の
力
で
は
到
底
で
き

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。朝
日
村
の
行

政
、民
間
、そ
し
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
三
位
一
体
で
コ
ト
を
起
こ
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。村
の
た
く
さ
ん
の
方
々
と
話
し

て
、い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、そ
れ

を
実
現
し
た
い
と
思
う
の
で
、何
か
面

白
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
は
是
非
、

朝
日
村
役
場
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
お
こ
し
と
い
う
形
の
見
え
な

い
も
の
を
形
の
見
え
る
仕
組
み
作
り

に
変
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
　
　
　

　

大
久
保
正
晃

か
た
く
り
の
里
建
設
・

改
修
工
事
の
進
捗
状
況

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告

新デイサービスセンター建設の様子
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小さな村の小さなスキー場！けど面白さはとっても大きく！
今年もみんなで滑りに来てね！！

2015年12月19日土▶2016年3月6日日2015年12月19日土▶2016年3月6日日
2015年12月12日土▶12月18日金2015年12月12日土▶12月18日金

緑の体験館コテー
ジは冬でも泊まれ

ます！

滑って！泊まって！
冬もとことん楽しも

う！！緑の体験館コテー
ジは冬でも泊まれ

ます！

滑って！泊まって！
冬もとことん楽しも

う！！

本年度の営業期間

プレオープン（雪の出来次第で）

【お問合わせ】
あさひプライム
TEL.0263-99-3700

広報あさひむら  2015年11月号 〒390-1188長野県東筑摩郡朝日村大字小野沢296-5　☎0263-99-2001
e-mail info@vill.asahi.nagano.jp　URL http://www.vill.asahi.nagano.jp/朝日村発行 川越印刷株式会社印刷

朝日村プレミアム
商品券
13,000円分の商品券を10,000円で販売します！！

3,000円分お得な商品券をこの機会にぜひご利用ください！！
13,000円分の商品券を10,000円で販売します！！

3,000円分お得な商品券をこの機会にぜひご利用ください！！

第
2
弾

第
2
弾

販売場所 朝日村商工会（商工会館）
販売セット数 3,000セット購入限度額 1世帯3セット（3万円まで）

販売時間 平日（月～金）午前9時～午後5時
有効期限 平成28年3月31日（木）

※平成27年4月に販売しました青色の朝日村プレミアム商品券は、有効期限を過ぎておりますため使用することができません。ご注意ください。

お問合わせ 朝日村役場産業振興課　☎99-2001 ／ 朝日村商工会　☎99-2551


